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編 集 長：天野志保
編集委員：１年生：大段和花、長岡真澄、松岡里穂、山澤寛実
　　　　　２年生：野地ひかり、山本梨加、藤原圭祐、原遼
　　　　　３年生：秋山有捺、市川嵩子、岩永千明、上野一明、加門正光、白石知永
　　　　　　　　　本谷さくら

49回生卒業記
念花壇

大きくなりました

編集後記

K-INT

今年は「となりのトトロ」「上を向いて歩こう」を演奏しました！会場の皆さんと歌いながら演奏することができ、楽しい時間を過ごすことが出来ました。

ハンドベル部

上池　渉　学校長先生
　　ありがとうございます。
先生の笑顔にいつもいやされました

特別講演では、私達が学んでいるのと同じようにタイでも看護計画を立案して患者さんに接されているのだとわかりました。住んでいる国が異なっても患者さんに対する思いは同じなのだと知ることができました。言葉が伝わらなくても、思いを伝え、受け取ることについて改めて考える機会となったので、これからの実習に活かしていきたいです。

特別講演

季節に合わせた「紫陽花をイメージしたお菓子
」と美味しいお抹茶を用意して、

浴衣でおもてなしさせていただきました。

茶道部

国立病院機構呉医療センター附属呉看護学校　学校長
呉医療センター・中国がんセンター　院長

谷山　清己

　本年７月１日付にて、前院長上池先生の後任として院長並び
に看護学校長に就任しました。約10年間は病理医として看護学
生に授業してきましたし、呉国際フォーラムに関係した行事や
国際学会出張などでも看護学生と共に活動してきました。今後
は病院長、学校長として皆さんの後輩と共に歩んでいきます。
　よろしくお願いします。皆さんも時間を見つけて、母校に足
を運んでください。そして、皆さんの近況などを教えてくださ
い。待っています。

４月10日　入学式 上池前学校長の最終講義

呉看学だよりの第５号を発行することができました。
新しい仲間や新学校長先生をお迎えし、私達も日々頑張っています

一人ひとりが一生懸命ゲストと英語でコ

ミュニケーションをとりながら一緒に宮

島を巡り、いい思い出を作ることが出来

ました！

宮島観光案内

みなさんに喜んで頂きました。

応援団

～52回生の仲間たち～

新学校長あいさつ



応援団の８連覇を目指し、厳しい
練習に精一杯取組ました

が、２位という結果に終わりました
。先輩方や先生方の思い

に応えられず、とても悔しかった
です。結果は残念でした

が、それを超えるいい経験が出来
たと思います。また、たく

さんの方々に支えられ、大変嬉し
かったです。来年は、後輩

たちに是非、優勝して欲しいです
。

　　　　　　　　応援団　団長
　５１回生　梅木　美香

５月24日に行われたスポーツ交流会では、後
半のリレーから見事に逆転優勝し、大変盛り
上がりました。応援団を始めとし、全員で選
手にエールを送り、一体感のある感動的な大
会となりました。

綱引きではどうやったら勝てるかという事を

色々考えながら練習をしてきました。

本番では３学年が力をひとつにし、皆の応援も

力に変えることで優勝することが出来ました。

応援ありがとうございました。
　　綱引きリーダー　５１回生　松本　祐樹

結果は残念でしたが、1年生から3年生まで全

員が団結して戦うことができました。指導して

くださったコーチ、先輩方はじめ、応援してくだ

さった先生方、学生のみなさん、ありがこうご

ざいました ！
　　　　　バレー部　51回生　大本　愛

初めてのクラスでのグループワークで
みんなとの親睦が深まりました。人間関
係論では、自分の長所とみんなの長所
を探し、楽しみました。

試合の一週間前からバトン練習等をしてきました。色々とハプニングがありましたが、最後まで応援して下さった方々、声を掛けて下さった先輩方、バトンをつないで一緒に走ったメンバーの皆のおかげで優勝を勝ち取ることが出来ました。応援等の言葉の1つ1つが走る原動力となりました。応援ありがとうございました。　　　　　　　　　　リレーレーダー　５２回生　川平　真穂
入学して間もなく、みんなで呉探索に行
きました。話をしたことのない人とも話
しができ、美味しい物をみんなで食べ歩
いて楽しい時間を過ごせました♪

宿泊研修

２年生に進級して夏休みまであっという間でした。学校祭や学生フォー
ラム、オープンスクール、K－INTなど２年生中心で活動しなければならな
いことがたくさんあったからだと思います。１年生であれば先輩からの
指示、姿をみて行動すればよかったものの今年は自分たちが主体的に
動かなければならなかったため悩むことがたくさんありました。しかしそ
の分、行事が無事終わった後には今まで以上の達成感を味わうことがで
きました。
学習の面では５月から看護過程が始まって今まで１年生で習ってきた知
識を十分に活用しなければならず躓くこともあり、何度も先生に教えて
いただいたりクラスメイトと話し合いました。何もかもが不安ですが９月
の看護過程の基礎実習後もたくさんの臨地実習がありますが、２年生み
んなで協力して頑張っていきたいと思います。

～食べ歩き　in呉～
呉探索総 勝優合

学 校 祭 学校祭を企画運営していくことは今までで一番大きな
役割であり大変でしたが、仲間との繋がりを強めること
ができ、そして学校祭のテーマでもある呉看護学校の
学生として様々な人のストーリーに携わらせていただ
くことができたことに感謝しています。
今回学んだことを日々の学習に活かしていきたいと思
います。

学校祭を終えて

O P E N  S C H O O LO P E N  S C H O O L

国試 実習の中盤を超えた３年生は
２月の国家試験に向けて勉
強をしています。少しの空い
た時間も有効的に使い、実
習との両立ができるよう頑
張っている最中です。５０回
生全員で合格を目指します。

７月１２、１３日の２日間、３年生主体のオープンスクールを開
催致しました。前回のオープンスクールでは沐浴コーナー
が設けられていましたが今回からベビーマッサージに新た
に取り組みました。その他にも採血、フィジカルアセスメン
ト、移動のブースを設け看護に触れてもらいました。多くの
高校生に参加していただき大盛況となった７月のオープン
スクールでした。
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